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新型コロナウイルス感染症について、緊急事態宣言が解除されてから福島県では、感染者が出ていない状況が

続いています。しかし、感染症についていまだ不明な点が多く、有効性が確認された特異的なワクチンは、開発

途上にあります。他の府県では、緊急事態が解除されてから、感染者の増加の「第２波」がきているところもあ

ります。学校としましては、この新しい感染症を意識しながら、細心の注意を払いながら学校教育を行っていか

なければなりません。 

このため、学校においても、「３つの密」を徹底的にさける、「マスクの着用」及び「手洗いなどの手指衛生」

など基本的な感染防止対策を徹底し、「新しい生活様式」を導入し、感染及びその拡大のリスクを可能な限り低

減しつつ、教育活動を行い、子どもの健やかな学びを保障していきたいと思っています。 

ご家庭でも、「新しい生活様式」を意識した生活を、お子さんと一緒に取り組んでいただきますようよろしく

お願いいたします。以下が「新しい生活様式」の基本的な実践ですので、もう一度ご確認ください。 

※「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析･提言」（2020年 5月 4日）から抜粋  

学校では、生徒の皆さんが学校生活を送る上で、特に以下の点について注意するよう指導していきます。 

１ 望ましい生活の習慣化を図る。 

２ 生徒の心のケアと健康状況を把握する。 

３ 偏見や差別を生まない。 

臨時休業により、生活リズムが崩れたり、心が不安定になったりする生徒も見られますので、保護者の方々と

連絡を密にしながら、教職員全員で注意深く観察し対応していきたいと思いますのでご協力をお願いします。 

                   

                  部活動の時間が少し長くなり、活動に熱が入ってきています。 

 

教育目標  

自ら学ぶ意欲をもち、創造性に富み，社会の

変化に対応できる知性豊かな生徒の育成 

目指す生徒像 

主体的に学び、確かな学力を身につける生徒〔知〕 

広い視野をもち、思いやりのある生徒〔徳〕 

心身ともに健康で、生き生きと生活できる生徒〔体〕 

学校における新型コロナウイルス感染症対策の考え方 

部活動 短時間でも充実させます 
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